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研究テーマ「道徳科における問題解決的学習」 

    対話を機能させ，考えが深まる授業づくり 

 ～「道徳学習プログラム」と問題解決的な学習を取り入れた授業づくりを通して～ 

                                     安芸高田市立可愛小学校  

はじめに 

本校は一昨年度より文部科学省委託「道徳教育改善・充実」総合対策事業の指定を受け，２

年間道徳教育の研究に取り組んできた。昨年度からは，道徳の時間と他教科，学校行事，常時

活動などを関連させた「道徳学習プログラム」に取り組んでいる。道徳学習プログラムを進め

る中で，道徳の時間で学習したことを実践に移したり，他教科や体験活動で体験したことをも

とに，道徳の時間においてさらに補充・深化・統合させたりできたことは，児童の考えも深ま

りやすく，児童の道徳的実践力を育成するには効果的であった。 

本年度は，昨年度の取組をもとにして，総合的な学習の時間や各教科，学校行事等と関連を

もたせた教科横断的な「道徳学習プログラム」の実践を，２年後に統合が決定している町内の

小学校と合同で研究しながら，さらに充実させ取り組んでいく。また，児童に課題意識をもっ

て臨ませ，課題追究の流れとなるように発問を組み合わせ，多様な考え方や感じ方を学びとら

せる「問題解決的な学習」を取り入れることを通して，児童に自分の思いや考えをもたせ，友

だちと対話し，新たな学びや深い学びを創造させていくこととする。 

 

１ 研究内容 

（１）主体的に対話し，考えを深めていくための問題解決的な学習を取り入れた授業づくり 

①課題意識をもたせる導入の工夫 

②児童が主体的に学習を進めていくための課題設定や発問の組み合わせ 

  ③自己を見つめ直す展開後段 

  ④これからの生き方につなげる終末 

（２）他教科や体験活動と関連させた「道徳学習プログラム」の研究   

  ①別葉の作成 

②プログラム構想図の作成 

（３）児童の学習意欲につながる評価の工夫 

  ①道徳の時間の評価（道徳ノート） 

  ②自己評価 

  ③エピソード評価 

 

２ 実践 

（１）主体的に対話し，考えを深めていくための問題解決的な学習を取り入れた授業づくり 

  ① 本校では，児童に「問い」をもたせるため，各教科，領域等の授業において，導入の

工夫を意識して行っている。道徳の授業においては，事前にアンケートをとり，学級の

実態を示したり，ねらいとする価値項目を意識させたりすることで，課題意識をもたせ，

課題追究ができるような授業づくりをしている。 

  ② 共感的な発問，分析的な発問，投影的な発問，批判的な発問の４種類の組み合わせ

を工夫し，課題追究の流れとなるようにする。 

  ③ 「自分たちもこんなことを考えたことはなかっただろうか。」「自分にとってどうい

うことなのだろう。」日常生活はもちろん，体験活動，他教科等で学習したことを通し

て感じたこととつなげて考えさせ，道徳的価値の一般化を図りやすくしている。 

④ 導入時にもった課題意識について，学習展開の中で考えたことをもとに，自分なりに

学んだことや気づいたことなどを書く場を設ける。その際，「こんな気持ちを大切にし

たい。」「こんな風に生きていくってかっこいいな。」という思いを心の中に膨らませ 
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ることができるようにしていきつつも，人間としての弱さがあり，実現することが難し

という場合もしっかりと認めていくようにする。 

 

（２）他教科や体験活動と関連させた「道徳学習プログラム」の研究 

  ① 本校では，道徳教育にかかわる各教科等や 

体験活動，実践活動の指導の内容及び時期を 

別葉として整理し一覧にまとめている。別葉 

は，道徳学習プログラムを組む際にも活用し 

ている。また，年度末には見直しをかけ，修 

正を図り，より活用しやすいものとしている。 

   

② 本校では，総合的な学習の時間や各教科， 

学校行事等と関連をもたせた教科横断的な 

「道徳学習プログラム」を学期に１本，全 

学級担任が計画し，取組を進めている。 

   

（３）児童の学習意欲につながる評価の工夫 

  ① 道徳の授業で何が分かったのか，新たに 

何に気づいたのかについて，一人一人の児 

童がふりかえり，自身の変容を実感できる 

ことをねらって，導入でもたせた課題意識 

について道徳ノートに綴っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ② 道徳ノートを学びの足跡とし，自己評価に生かす。また，道徳アンケートも児童の自

己評価とする。 

  ③ エピソード評価として，全職員が付箋を携帯し，子供達の日々の道徳的な行いをメモ

して，担任に渡し，交流している。担任は，本人に伝えて肯定的評価をすることはもち

ろんのこと，学期ごとの「あゆみ」の行動の記録の評価に反映させたり，年度末の指導

要録の行動の記録に生かしたりする。 

 

３ 成果と課題 

（１）成果 

  ・ 導入で課題意識をもたせることで，思考に深まりが見られた。 

  ・ 終末において，導入で課題意識をもたせたことについて振り返ることで，迫りたい道

徳的価値の自覚を深めることができた。 

（２）課題 

・ 問題解決的な学習が効果的な資料や価値項目について検討するとよい。 

おわりに 

成果と課題をもとに，これからもさらに研修を充実させ，「道徳学習プログラム」と問

題解決的な学習を取り入れた道徳の授業づくりに取り組んでいきたい。 

 

 

 

【第６学年】体験活動や学校行事，実践活動と道徳の時間 

道徳教育目標 
自己肯定感を高め，よりよい生き方を考える児童の育成 
～つながり合いを通して，自他のよさに気づかせる～ 

高学年の 
重点目標 

〇より高い目標を立て，希望と勇気をもってくじけないで努力する。１－（２） 
〇誰に対しても思いやりの心をもち，相手の立場に立って親切にする。２－（２） 
〇互いに信頼し，学び合って友情を深め，男女仲よく協力し助け合う。２－（３） 
〇身近な集団に進んで参加し，自分の役割を自覚し，協力して主体的に責任を果す。 

４－（４） 

 主な体験活動や実践活動 
（道徳の内容との関連） 

道徳の時間 その他 

 

四
月 

 ●挨拶運動 ２－（１） 
 誰にでも気持ちのよい挨拶を心を
込めてできるようにする。 
 
●１年生歓迎遠足 ２－（２） 
 ６年生としての自覚をもち，新しく
入ってきた１年生を温かい気持ちで
迎えようとする。 
  

１－（６）個性の伸長 
『短所を改め，長所をのばして』 
 
４－（１）公徳心・遵法 
『きまりは何のために』 
 
３－（１） 生命尊重 
『ポトマック川の英雄』 
 

 
 
 
学級活動 
「生活の決まり」 

 
 

 

五
月 

 ●運動会 １－（２） 
より高い目標を立て，希望と勇気を

もってくじけないで努力する。 
 
 
 
●登下校班 ２－（２） 
 下学年の歩く早さに合わせ，安全に
登下校できるように優しい声かけを
する。 

４－（３）役割と責任 
『小川笙船』 
 
１－（１）節度・節制 
『イレブンのいす』 
 
２－（２）思いやり・親切 
『最後のおくり物』 

学級活動 
「運動会に向けて」 
 
家庭科 
「毎日の生活をふ
り返ろう」 

 
 

六
月 

  
●縦割り班掃除 ４－（３） 
 みんなが気持ちよく生活できるよ
うにそうじを行い，社会に奉仕する喜
びを知る。 
 
●社会見学 ２－（１） ４－（１） 
 社会ルール，公衆道徳，集団行動の
仕方を身につける。 
 
●プール開き １－（２） 
 目標をたて，その達成に向けて努力
する。 

４－（８）国際理解・親善 
『ペルーはないている』 
 
 
 
 
４－（１）公徳心 
『クリーン作戦』 
 
３－（３） 畏敬の念 
『マザー＝テレサ』 

外国語活動 
「いろいろな文字
があることを知ろ
う」 
 
 
 
 
 
 
体育 
「クロール・平泳
ぎ」 

 

道徳学習プログラム 

時

期 
教科・特別活動 

総合的な学習の時間 
道徳の時間 

常時活動 

家庭との連携 
児童の意識の流れ 

 

五

月 

 

 

 

 

六

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

学校行事 

「運動会」 
○目標を持って自分の力

を発揮するとともに，学

級集団として協力して

やり遂げようとする心

情と態度を育てる。 

【協働性】 

朝の会 

「くらしをみ

つめる」 

○自分達の生

活がよりよ

いものにな

るよう，日頃

思っている

ことや感じ

ていること

などを語り

合う。 

【課題発見・解

決力】 

 
お互いのこと
を非難するだ
けでは，学級
はよくならな
いね。自分の
行動を見直し
て，お互いに
理解し合うこ
と，助け合う
ことが大切だ
ね。 
 

自分の態度や
行動を見直す
ことは大切な
ことなんだな。
誰もが気持ち
よく過ごせる
ように，気を付
けて行動しよ
う。 
 

総合的な学習の時間 

「米作りに挑戦！」 

○手作業による田植えの

体験を通して，地域や地

域の農業に対する関心

をもち，その課題や将来

像について考え，まとめ

ることができる。 

【協働性】 

【課題発見・解決力】 

「駄菓子屋の前の歩道」 

人に迷惑をかけない 
【Ｃ 規則の尊重】 
祖父の言葉から，自分達が

迷惑をかけている立場だった
ことを理解する「ぼく」の心
情を考えることを通して，社
会生活上のルールや基本的な
モラルをもって，自他の権利
を大切にしようとする態度を
育てる。 

【協働性】 

「そうじ当番」（本時） 

友達と協力し合って 

【B 友情，信頼】 
 男子の勝手な行動や，女子
がとった態度を踏まえた問題
点を考え，今後どのような話
し合いをすればよいか意見交
流することを通して，よりよ
い友達関係を築くために必要
なことに気付き，異性が互い
を認め合おうとする心情を養
う。 
【協働性】 

縦割り班そうじ 

○自分たちの
学校をきれ
いにするた
めに，担当す
る場所を縦
割り班の友
達と一緒に
協力し合い，
進んできれ
いにしよう
とする。 

【協働性】 

学校行事 

「社会見学」 
○公共のマナーに気をつ

けながら，気持ちよく

様々な施設を見学する

ことができる。 

【協働性】 

友達と仲良く
することは，大
切だ。 
 

 Ｉ 

 

 Ｅ 

 

 Ｃ 

 

国語 

「きいて，きいて，きいて

みよう」 

○話し手の意図を捉えな

がら聞き，自分の意見と

比べるなどして考えを

まとめることができる。 

【協働性】 

学級活動 

「すてきな言葉」 
○言葉が人間関係や学級

の雰囲気に影響を与え

ることに気付き，相手の

立場を考えた言葉遣い

をすることができる。 

【自己肯定感】 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

別葉【６年生】 

「道徳学習プログラム」【５年生】 道徳ノート 

エピソード評価のための付箋 


